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は
じ
め
に

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
に
端
を
発
し
た
民
主
化
運

動
は
、
瞬
く
間
に
中
東
諸
国
を
覆
う
ほ
ど
の
大
き
な
波
と
な
っ
た
。

研
究
者
の
間
で
久
し
く
「
中
東
ア
ラ
ブ
地
域
で
は
民
主
化
は
起
こ
ら

な
い
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
支
配
さ
れ
て
き
た
こ
の
地
域
に
つ
い

て
、
今
回
の
政
変
を
機
に
「
権
威
主
義
持
続
論
」
の
見
直
し
と
と
も

に
、
民
主
化
移
行
が
議
論
さ
れ
始
め
た
。

本
稿
で
は
、
中
東
政
変
の
な
か
で
も
、
強
権
支
配
が
倒
れ
て
民
主

化
移
行
の
道
を
歩
み
始
め
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
に
注
目
し
、

一
九
九
八
年
五
月
の
政
変
に
よ
っ
て
強
権
支
配
に
終
止
符
が
打
た
れ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
政
変
の
性
格
を

明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
三
国
は
、
大
統
領
に
権
力
と
富
が
集
中
し
た
強
権
的
な
支
配

が
市
民
主
体
の
民
主
化
運
動
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
と
い
う
点
で
共
通

し
て
い
る
。
政
変
を
地
域
独
自
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
比
較
政
治
学
的
な
立
場
か
ら
地
域
横
断
的

な
視
点
に
基
づ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
中
か
ら
眺
め
た
と

き
に
見
え
て
く
る
も
の
と
は
異
な
る
特
徴
や
性
格
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
、
こ

の
三
国
の
強
権
支
配
の
構
造
と
政
変
の
背
景
、
そ
し
て
政
変
の
プ
ロ

セ
ス
を
分
析
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

特
集
︱

１ 
中
東
か
ら
変
わ
る
世
界

政
変
を
比
較
す
る

―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
一
九
九
八
年
政
変
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
政
変

増
原
綾
子 
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い
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
双
方
に
お
い
て
世
襲

の
問
題
は
、
独
裁
者
を
支
え
る
支
持
基
盤
―
―
与
党
と
軍
―
―
の
内

部
に
軋
み
を
生
ん
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
、

ス
ハ
ル
ト
の
長
女
が
与
党
内
で
影
響
力
を
拡
大
し
始
め
、
彼
女
に
近

い
グ
ル
ー
プ
が
党
内
で
台
頭
し
た
が
、
他
方
で
彼
女
と
距
離
を
置
く

与
党
内
グ
ル
ー
プ
は
重
要
な
ポ
ス
ト
か
ら
外
さ
れ
、
不
満
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
（
増
原 

二
〇
一
〇
：
一
九
三
―
一
九
六
）。
同
じ
時
期
、

エ
ジ
プ
ト
で
も
ム
バ
ラ
ク
の
次
男
が
大
統
領
職
の
継
承
を
視
野
に
入

れ
て
与
党
内
で
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
た
が
（
鈴
木 

二
〇
〇
三
：
四

九
）、
や
は
り
そ
れ
に
よ
っ
て
党
内
の
古
参
の
政
治
家
が
脇
に
追
い

や
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
統
領
次
男
の
民
営
化
政
策
を

快
く
思
わ
な
い
陸
軍
は
次
第
に
大
統
領
と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ

た
（
ホ
サ
ム 

二
〇
一
一
：
一
一
三
―
一
一
四
）。
大
統
領
権
力
の
継

承
を
め
ぐ
っ
て
生
ま
れ
た
体
制
内
部
の
亀
裂
は
、
政
変
が
始
ま
る
と

同
時
に
顕
在
化
し
、
体
制
崩
壊
の
一
因
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
強
権
的
な
支
配
、
経
済
の
歪
み
や
不
公
正
、
権
力
継
承

の
問
題
は
国
民
の
間
に
政
府
に
対
す
る
強
い
不
満
を
引
き
起
こ
し
た

が
、
政
府
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
弾
圧
と
懐
柔
策
に
よ
っ
て
、
国
民

の
不
満
を
代
弁
で
き
る
有
効
な
反
対
勢
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
政
府
に
異
議
申
し
立
て
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
政
治
組
織

の
不
在
は
、
国
民
を
直
接
行
動
へ
と
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た

（
横
田 

二
〇
〇
五
／
二
〇
〇
六
：
四
一
―
四
三;

鈴
木 

二
〇
一
〇
／
二

〇
一
一
：
五
六
―
五
七
）。
権
力
者
へ
の
富
の
集
中
や
経
済
的
不
公

正
に
対
す
る
国
民
の
忍
耐
が
限
界
に
ま
で
達
し
、
あ
る
い
は
経
済
危

機
に
よ
っ
て
国
民
生
活
が
窮
乏
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
配
者
が
権

力
を
自
ら
の
子
ど
も
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
、
権
力
の
継
承

が
目
前
に
迫
る
な
か
で
政
変
は
起
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

�

2
民
主
化
運
動
と
政
変
過
程
に
お
け
る
共
通
点
と 

 

相
違
点

民
主
化
運
動
の
共
通
点
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
運

動
が
特
定
の
組
織
や
指
導
者
に
率
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
も
宗
教
色
も
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
個
人
や
グ
ル
ー
プ
は
緩
や
か
に
連
帯
し
な
が
ら
デ
モ
に
参
加

し
、
デ
モ
や
集
会
は
平
和
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
と
一
九
九
八
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
変
と
は
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
で
は
民
主
化
運
動
の
要

求
が
大
統
領
退
陣
の
一
点
に
絞
ら
れ
た
が
（
酒
井 

二
〇
一
一
：
四

一
）、
こ
の
点
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
変
と
共
通
し
て
い
る
。
大

量
の
人
々
を
デ
モ
に
動
員
す
る
た
め
に
は
、
運
動
の
目
的
を
単
純
化

す
る
必
要
が
あ
る
（
藤
原 

二
〇
一
一
）。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト

の
政
変
で
は
大
統
領
退
陣
に
要
求
を
絞
る
こ
と
で
多
様
な
グ
ル
ー

プ
・
個
人
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
同
時
に
標
的
が
大
統
領

一
人
に
絞
ら
れ
た
こ
と
で
、
他
の
権
力
ア
ク
タ
ー
、
と
く
に
軍
と
の

Ⅰ
三
国
の
支
配
構
造
と
政
変
プ
ロ
セ
ス
の
比
較

１
強
権
支
配
の
構
造
と
政
変
の
背
景

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ハ
ル
ト
（Suharto

）
政
権
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

の
ベ
ン
・
ア
リ
（Zine el-A

bidine Ben A
li

）
政
権
、
エ
ジ
プ
ト

の
フ
ス
ニ
・
ム
バ
ラ
ク
（H

usni M
ubarak

）
政
権
に
お
け
る
支
配

の
構
造
と
、
三
国
で
起
こ
っ
た
政
変
の
背
景
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

共
通
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
支
配
者
た
る
大
統
領
と
そ
の
親
族
に
権
力
と
富
が
集
中

し
、
軍
と
与
党
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ゴ
ル
カ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
立

憲
民
主
連
合
、
エ
ジ
プ
ト
の
国
民
民
主
党
）
双
方
が
大
統
領
を
支
え

る
権
力
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
党
シ
ス
テ

ム
は
巨
大
な
与
党
と
弱
小
の
野
党
か
ら
成
り
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い

て
も
与
党
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
得
る
よ
う
な
大
衆
動
員
力
の
あ
る
イ

ス
ラ
ー
ム
団
体
は
合
法
的
な
政
治
活
動
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
選
挙

は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
常
に
与
党
が
勝
利
を
収
め
る
よ
う
に
選

挙
制
度
は
操
作
さ
れ
、
選
挙
時
に
与
党
は
政
府
や
軍
か
ら
支
援
を
受

け
た
。
与
党
議
員
に
占
め
ら
れ
た
議
会
は
行
政
府
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
な
く
、
行
政
府
主
導
の
政
治
が
行
わ
れ
た

（
増
原 

二
〇
一
〇; Lust-O

kar 2005 ; 

伊
能 

一
九
九
三; M

urphy 

1999

）。
第
二
に
、
三
国
と
も
に
国
民
を
慰
撫
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
経

済
政
策
が
長
期
に
わ
た
っ
て
採
ら
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
新
自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、

む
し
ろ
経
済
の
歪
み
や
不
公
正
が
助
長
さ
れ
、
国
民
の
間
に
強
い
不

満
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
営
企
業
の
民
営
化
や
規

制
緩
和
に
よ
る
巨
額
の
外
資
流
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
経
済
成
長

率
を
押
し
上
げ
た
が
（A

lexander 2010: 79-85 ; 

山
田 

二
〇
〇
八
：

一
二
〇
―
一
五
三
）、
同
時
に
支
配
者
と
そ
の
親
族
、
彼
ら
に
近
い

実
業
家
や
政
府
高
官
を
潤
す
こ
と
に
も
な
っ
た
（
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー

ク 

二
〇
一
一;

清
水 

二
〇
一
一
：
五
三
―
五
七
）。
経
済
の
自
由
化

は
、
政
治
権
力
を
持
つ
者
へ
の
富
の
集
中
や
、
非
効
率
な
ビ
ジ
ネ

ス
・
事
業
活
動
、
汚
職
と
い
っ
た
経
済
の
歪
み
を
助
長
し
た
。
そ
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
経
済
危
機
を
悪
化
さ
せ
て
国
民
生

活
の
破
綻
を
招
き
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
失
業
者

を
増
大
さ
せ
て
経
済
的
不
公
正
を
生
み
、
国
民
の
間
に
広
く
政
府
へ

の
強
い
不
満
と
憤
り
を
共
有
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
小
野 

二
〇

一
一
：
一
六
二
）。

第
三
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
で
は
支
配
者
が
権
力

の
座
に
就
い
て
か
ら
三
〇
年
を
経
て
高
齢
と
な
り
、「
世
襲
」
の
問

題
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ス
ハ
ル
ト

大
統
領
の
長
女
が
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
の
次
男
が
、

そ
れ
ぞ
れ
父
親
の
権
力
を
引
き
継
ぐ
べ
く
、
そ
の
手
続
き
を
進
め
て
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政
治
改
革
の
具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
改
革
勢
力

と
の
連
携
を
強
め
つ
つ
、
最
終
的
に
は
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
の
即
時
退

陣
で
合
意
し
た
。
こ
う
し
た
対
話
・
交
渉
の
チ
ャ
ネ
ル
が
あ
っ
た
こ

と
で
体
制
内
部
に
賛
同
者
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

改
革
勢
力
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
動
員
力
を
持
た
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
を
崩
壊
へ
と
導
く
こ
と
に
成
功
し
た
の

で
あ
っ
た
（
増
原 

二
〇
一
〇
：
二
三
一
―
二
五
五
）。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
で
は
、
民
主
化
勢
力
と
与
党
と

の
対
話
・
交
渉
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
チ
ュ

ニ
ジ
ア
で
は
与
党
幹
部
は
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
に
近
い
軍
・
内
務
省

出
身
者
や
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
で
占
め
ら
れ
、
大
統
領
に
対
す
る
党
の

独
立
性
は
小
さ
か
っ
た
（W

altz 1995: 61 ; M
urphy 1999: 169-

170

）。
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
の
次
男
と
彼
に
近

い
グ
ル
ー
プ
が
与
党
内
で
す
で
に
権
力
を
固
め
て
お
り
（
ホ
サ
ム 

二
〇
一
一
：
一
一
四
）、
民
主
化
勢
力
に
と
っ
て
与
党
幹
部
は
交
渉

で
き
る
相
手
で
は
な
か
っ
た
。
若
干
な
が
ら
も
対
話
は
、
副
大
統
領

ら
政
府
高
官
と
野
党
・
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
の
間
で
行
わ
れ
た
が
、

民
主
化
勢
力
の
中
核
グ
ル
ー
プ
は
対
話
を
「
政
権
と
の
取
引
で
あ

り
、
容
認
し
難
い
」
と
非
難
し
、
ム
バ
ラ
ク
退
陣
ま
で
対
話
が
進
展

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

３
政
変
の
収
束
局
面
に
お
け
る
相
違

平
和
的
な
市
民
の
デ
モ
が
長
期
政
権
の
支
配
者
を
辞
任
・
亡
命
さ

せ
た
と
い
う
点
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の

政
変
は
共
通
し
て
い
た
。
同
時
に
、
強
権
支
配
を
倒
し
た
民
主
化
勢

力
が
支
配
者
に
替
わ
っ
て
自
ら
統
治
権
力
を
握
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
点
で
も
、
三
国
の
政
変
は
共
通
し
て
い
る
。
政
変
を
主
導
し

た
民
主
化
勢
力
の
目
的
は
大
統
領
を
退
陣
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
権

力
を
握
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ

プ
ト
の
民
主
化
運
動
は
、
特
定
の
組
織
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
率
い

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、「
主
役
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
と
い
え
る
く

ら
い
、
政
変
は
「
顔
の
見
え
な
い
革
命
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

政
変
前
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
既
存
の
野
党
勢
力
は
議
席
や

資
金
の
面
で
与
党
や
政
府
に
依
存
す
る
自
立
性
の
低
い
存
在
で
あ

り
、
政
府
批
判
勢
力
と
し
て
国
民
の
支
持
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難

か
っ
た
。
ま
た
、
国
民
の
支
持
を
得
て
い
た
大
衆
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム

団
体
は
政
治
活
動
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
既
存
の
政
党
や
団
体
の
政

治
的
影
響
力
が
限
ら
れ
、「
に
わ
か
動
員
」
さ
れ
た
民
主
化
勢
力
に

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
強
権
支
配

が
倒
れ
て
も
政
権
担
当
能
力
の
あ
る
代
替
勢
力
が
い
な
い
こ
と
を
意

味
し
た
。

対
決
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
変
で
も
、
改

革
運
動
が
始
ま
っ
た
当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
要
求
が
出
さ
れ
た

が
、
そ
う
し
た
改
革
要
求
は
政
変
の
進
行
過
程
で
次
第
に
大
統
領
即

時
退
陣
要
求
へ
と
収
斂
し
て
い
っ
た
。
要
求
を
大
統
領
退
陣
に
絞
っ

た
こ
と
で
、
改
革
勢
力
は
与
党
内
の
タ
カ
派
や
軍
と
の
対
立
を
避
け

な
が
ら
政
変
を
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
相
違
点
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
対
話
・
交
渉
の
有

無
で
あ
る
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
技
術
に
基
づ
く
政
治
動
員
の
ツ
ー
ル
に

よ
っ
て
短
時
間
の
う
ち
に
き
わ
め
て
多
く
の
人
々
に
動
員
を
呼
び
か

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
両
国
に
お
け
る
政
変
プ
ロ
セ
ス
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
政
変
よ
り
「
短
縮
」
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
改
革

運
動
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
ス
ハ
ル
ト
が
辞
任
を
発
表
す
る
ま
で
約

二
ヵ
月
強
を
要
し
た
の
に
対
し
て
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
で
は

ほ
ぼ
三
週
間
で
大
統
領
を
亡
命
も
し
く
は
辞
任
に
追
い
込
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｉ
Ｔ
技
術
に
基
づ
く
短
時
間
で
の
大
規
模
動
員

は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
民
主
化
勢
力
に
有
利
に

作
用
し
た
。
政
変
プ
ロ
セ
ス
が
長
引
け
ば
、
運
動
内
部
に
亀
裂
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
政
権
側
に
主
導
権
を
と
り
返
す
た
め
の

時
間
を
与
え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
短
時
間
で
の
大
規
模
動
員
に
よ
る
デ
モ
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
、
民
主
化
勢
力
と
政
権
側
と
の
間
で
対
話
や
交
渉
の
機
会

は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
主
化
勢
力
に
と
っ
て
は
、
動
員
力

が
大
き
け
れ
ば
弾
圧
の
リ
ス
ク
は
よ
り
小
さ
く
な
り
、
対
話
の
必
要

性
を
感
じ
る
こ
と
な
く
政
権
側
に
圧
力
を
か
け
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
変
で
は
、
政
変
の
最
終

局
面
に
お
い
て
は
国
会
議
事
堂
に
学
生
を
中
心
と
す
る
数
万
人
規
模

の
人
々
が
集
ま
っ
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
の
よ
う
な

広
い
場
所
に
三
週
間
に
も
わ
た
っ
て
一
〇
万
人
規
模
の
大
群
衆
が
集

ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
数
の
力
で
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
動
員
力
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
改
革
勢
力
に
は
な
く
、
ゆ
え
に
彼
ら
は
運
動
を
始
め

た
当
初
か
ら
政
権
側
と
の
対
話
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

対
話
・
交
渉
の
有
無
を
決
め
る
の
は
動
員
力
の
規
模
だ
け
で
は
な

い
。
民
主
化
勢
力
と
政
権
と
の
間
に
チ
ャ
ネ
ル
が
な
け
れ
ば
対
話
は

行
わ
れ
な
い
し
、
互
い
の
間
で
一
定
の
信
頼
感
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
対
話
が
行
わ
れ
て
も
効
果
は
あ
ま
り
な
い
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
変
で
改
革
勢
力
と
政
権
側
と
の
間
で
対
話
や
交
渉
が
行

わ
れ
た
の
は
、
与
党
内
に
改
革
勢
力
と
同
じ
学
生
団
体
や
イ
ス
ラ
ー

ム
団
体
に
所
属
し
て
い
た
幹
部
や
議
員
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
与
党
幹
部
・
議
員
は
大
統
領
の
親
族

と
は
距
離
を
置
く
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
ゆ
え
に
大
統
領
の
長
女
に
よ

る
影
響
力
の
拡
大
に
伴
っ
て
党
内
で
は
周
辺
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

改
革
運
動
が
始
ま
る
と
彼
ら
は
改
革
勢
力
と
の
対
話
に
動
き
、
改
革

勢
力
と
結
び
付
く
こ
と
で
政
治
的
な
巻
き
返
し
を
図
ろ
う
と
し
た
。
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エ
ジ
プ
ト
の
政
変
過
程
で
は
収
束
局
面
で
陸
軍
が
「
調
停
者
」
と

し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
主
化
勢
力
が
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
の

退
陣
を
求
め
、
ム
バ
ラ
ク
が
な
か
な
か
そ
れ
に
応
じ
な
い
状
況
で
、

そ
れ
ま
で
中
立
的
な
立
場
を
と
っ
て
き
た
軍
が
ム
バ
ラ
ク
に
引
導
を

渡
す
形
で
彼
を
退
陣
さ
せ
た
が
、
軍
は
民
主
化
勢
力
に
統
治
権
力
を

引
き
渡
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
双
方
を
譲
歩
さ
せ
て
混
乱

を
収
拾
す
る
と
い
う
形
で
「
調
停
」
を
行
い
つ
つ
、
自
ら
政
治
の
実

権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
軍
が
こ
う
し
た
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
国
民
の
間
に
軍
に
対
す
る
一
定

の
信
頼
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
軍
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
軍
は
対
外
防
衛
と
い
う
よ
り
は

国
内
の
治
安
維
持
を
担
っ
て
き
た
。
と
く
に
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
で
は

国
民
に
対
す
る
抑
圧
機
構
と
し
て
機
能
し
続
け
た
。
ゆ
え
に
、
軍
内

に
は
「
改
革
派
」
と
目
さ
れ
る
将
校
も
一
部
に
は
存
在
し
た
が
、
国

民
の
間
で
軍
に
対
す
る
信
頼
は
薄
か
っ
た
。
ま
た
、
ス
ハ
ル
ト
大
統

領
に
よ
る
軍
の
掌
握
力
は
強
く
、
軍
が
大
統
領
に
対
し
て
自
立
的
に

行
動
す
る
余
地
は
エ
ジ
プ
ト
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、
空
軍
出
身
で
あ
る
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
の

陸
軍
に
対
す
る
掌
握
力
は
制
約
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る

い
は
軍
が
ム
バ
ラ
ク
の
次
男
が
進
め
る
経
済
政
策
を
快
く
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
（
鈴
木 

二
〇
一
一;

ホ

サ
ム 

二
〇
一
一
：
一
一
四
）。
加
え
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
対

外
防
衛
を
担
う
軍
と
治
安
維
持
を
担
う
治
安
警
察
の
役
割
分
担
が
明

確
で
あ
り
（Brooks 1998: 39-40

）、
国
民
の
恐
怖
と
憎
悪
の
対
象

は
後
者
で
あ
っ
た
。
政
変
過
程
に
お
い
て
も
国
民
に
銃
を
向
け
る
こ

と
に
抵
抗
を
示
し
た
エ
ジ
プ
ト
軍
は
、
国
民
か
ら
信
頼
を
勝
ち
得
る

こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
に
お
い

て
、
軍
と
大
統
領
と
の
関
係
性
、
お
よ
び
軍
と
国
民
と
の
関
係
性
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
政
変
の
収
束
局
面
で
の
軍
の
役

割
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
軍
は
歴
代
大
統
領
を
輩
出
し
て

き
た
「
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
」
で
あ
る
。
国
内
に
多
く
の
軍
系
企
業
を

所
有
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
旧
政
権
下
で
利
益
を
享
受
す
る
立
場

に
あ
っ
た
。
前
述
し
た
通
り
、
軍
内
に
は
そ
の
既
得
権
を
損
な
う
大

統
領
次
男
の
経
済
政
策
に
異
論
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
軍
に

と
っ
て
み
れ
ば
政
変
は
有
力
な
次
期
大
統
領
候
補
で
あ
っ
た
ム
バ
ラ

ク
の
次
男
を
排
除
す
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
つ
ま
り
、
政
変
に
お
け
る
軍
の
「
調
停
者
」
と
し
て
の
役
割

は
、
表
向
き
は
「
国
家
・
国
民
の
た
め
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ

く
ま
で
軍
の
利
益
に
適
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
果
た
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
権
力
を
掌
握
し
た
軍
最
高
評
議
会
は
民
主
化
勢

力
の
代
表
者
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
憲
法
改
正
案
を
作
成
し
、
大
統

領
選
挙
や
総
選
挙
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
民
主
化
路
線
が
軍
の
利

益
に
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
協
力
関
係
は
今
後
も
継
続
す
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
民
主
化
と
軍
の
組
織
的
利
益
と
の
間
に
齟
齬
が
生

し
か
し
、
政
権
担
当
能
力
の
あ
る
代
替
勢
力
の
不
在
と
い
う
点
で

は
共
通
し
な
が
ら
も
、
三
国
は
大
統
領
退
陣
に
際
し
て
異
な
る
道
を

歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
政
変
過
程
で

改
革
勢
力
と
与
党
内
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
連
携
が
構
築
さ
れ
、
両
者

は
政
治
改
革
と
大
統
領
即
時
退
陣
で
合
意
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
合

意
に
基
づ
い
て
国
会
は
大
統
領
に
対
し
て
辞
任
を
勧
告
し
、
国
会
の

大
統
領
辞
任
勧
告
を
受
け
て
与
党
幹
部
を
含
む
一
四
人
の
経
済
閣
僚

が
一
斉
に
辞
任
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ス
ハ
ル
ト
は
辞
任
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
が
辞
任
し
た
後
、
ハ
ビ
ビ
副
大
統
領

が
大
統
領
職
を
引
き
継
い
だ
が
、
改
革
勢
力
は
ス
ハ
ル
ト
の
取
り
巻

き
の
一
人
と
見
ら
れ
て
い
た
ハ
ビ
ビ
が
権
力
を
継
承
す
る
こ
と
を
容

認
し
た
。
ス
ハ
ル
ト
の
取
り
巻
き
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ハ
ビ
ビ
は

改
革
勢
力
と
連
携
し
て
大
統
領
即
時
退
陣
へ
と
動
い
た
与
党
グ
ル
ー

プ
に
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ビ
ビ
新
内
閣
は
大
統
領
退
陣
を

支
持
し
た
与
党
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ス
ハ
ル
ト
辞
任
後
の
民
主
化
過
程
に
お
い

て
旧
与
党
が
中
心
と
な
っ
て
、
改
革
勢
力
と
の
協
力
関
係
を
維
持
し

な
が
ら
政
治
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
も
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
が
亡
命
し
た
後
、
い
っ
た

ん
は
ベ
ン
・
ア
リ
政
権
下
の
与
党
で
あ
っ
た
立
憲
民
主
連
合
の
幹
部

が
権
力
を
引
き
継
い
だ
。
し
か
し
、
ベ
ン
・
ア
リ
と
そ
の
前
任
者
で

あ
る
ブ
ル
ギ
バ
（H

abib Bourguiba

）
の
二
人
の
支
配
者
を
五
〇

年
以
上
支
え
て
き
た
与
党
が
引
き
続
き
権
力
を
握
る
こ
と
に
国
民
は

強
く
反
発
し
た
。
一
九
八
七
年
に
ベ
ン
・
ア
リ
が
ブ
ル
ギ
バ
大
統
領

を
失
脚
さ
せ
て
権
力
の
座
に
就
い
た
際
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
一
時
的

に
民
主
化
の
機
運
が
訪
れ
た
が
、
与
党
が
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
と
と

も
に
自
ら
に
有
利
な
選
挙
制
度
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
一
党
支
配
は
維

持
さ
れ
、
結
果
と
し
て
民
主
化
を
挫
折
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
（
私
市 

二
〇
〇
四
：
一
八
七
―
一
八
九
）。
こ
の
苦
い
経
験
か
ら
学
ん
だ
チ
ュ

ニ
ジ
ア
国
民
は
、
ベ
ン
・
ア
リ
亡
命
後
も
デ
モ
を
継
続
し
、
首
相
ら

閣
僚
が
与
党
か
ら
離
党
し
て
も
ま
だ
デ
モ
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
結

局
、
旧
与
党
幹
部
だ
っ
た
首
相
・
閣
僚
が
辞
任
し
、
与
党
出
身
者
で

は
な
い
学
者
や
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
か
ら
内
閣
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
に
裁
判
所
か
ら
も
立
憲
民
主
連
合
に
対
し
て
解
党
命
令

が
出
さ
れ
た
こ
と
で
政
治
情
勢
は
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

た
。
憲
法
制
定
議
会
選
挙
に
も
与
党
幹
部
経
験
者
は
立
候
補
で
き
な

い
と
い
っ
た
措
置
が
と
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
旧
権

力
ア
ク
タ
ー
を
一
掃
し
な
が
ら
新
し
い
政
治
制
度
の
ル
ー
ル
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ス
ハ
ル
ト
辞
任
後
に
旧
与
党
が
民
主
化
勢
力

と
協
議
し
な
が
ら
新
し
い
政
治
制
度
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
政
変
の
収
束
局
面
で
こ
う
し
た

相
違
が
生
ま
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
い
て

政
変
過
程
で
与
党
が
と
っ
た
行
動
、
与
党
が
果
た
し
た
役
割
が
異

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
与
党
の
行
動
や

役
割
を
決
め
た
の
は
、
旧
政
権
下
で
の
大
統
領
と
与
党
と
の
関
係
、

与
党
と
国
民
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
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る
。
そ
し
て
、
収
束
局
面
で
生
じ
た
相
違
は
、
そ
の
後
の
民
主
化
プ

ロ
セ
ス
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
政
変
過
程
で
改
革
勢
力
と
協
力
関
係
を
結

ぶ
こ
と
の
で
き
た
旧
与
党
グ
ル
ー
プ
が
統
治
権
力
を
引
き
継
ぎ
、
そ

の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
民
主
化
移
行
プ
ロ
セ
ス
を
主
導
し
た
。
チ
ュ

ニ
ジ
ア
で
は
、
い
っ
た
ん
権
力
を
引
き
継
い
だ
旧
与
党
勢
力
が
国
民

の
強
い
反
発
を
受
け
て
政
治
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
、
明
確
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
在
の
状
態
で
旧
与
党
・
政
権
関
係
者
以
外
の
個
人

や
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
移
行
プ
ロ
セ
ス
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
エ

ジ
プ
ト
で
は
、
軍
が
統
治
権
力
を
引
き
継
ぎ
、
民
主
化
勢
力
と
の
協

力
に
基
づ
き
つ
つ
、
軍
主
導
で
移
行
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で
い
る
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
強
権
支
配
を
支

え
て
き
た
旧
与
党
が
政
治
か
ら
排
除
さ
れ
た
こ
と
で
、
選
挙
制
度
と

政
党
制
度
の
改
革
に
直
接
的
な
利
害
を
持
つ
彼
ら
が
制
度
改
革
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
よ
り
民
主
的
な
改
革
の
実
現
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
体
制
下
で
長
期
間
に
わ
た
り
パ
ト
ロ
ネ

ジ
を
社
会
の
隅
々
に
ま
で
張
り
巡
ら
せ
て
き
た
旧
与
党
を
政
治
か
ら

排
除
す
る
こ
と
は
、
社
会
を
不
安
定
化
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の

で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
正
義
の
回
復
」
を

優
先
し
て
旧
権
力
ア
ク
タ
ー
を
一
掃
す
る
に
せ
よ
、
国
民
的
和
解
を

優
先
さ
せ
る
に
せ
よ
、
民
主
化
移
行
過
程
の
舵
取
り
は
き
わ
め
て
難

し
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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に
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部
分
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多
か
っ
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か
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で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
比
較
分
析
を

行
う
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
三
国
の
政
変
の
相
違

で
あ
り
、
と
く
に
収
束
局
面
で
の
違
い
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
相
違

が
生
ま
れ
た
の
は
、
旧
政
権
下
に
お
い
て
与
党
・
軍
と
大
統
領
、
与

党
・
軍
と
国
民
と
の
関
係
性
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
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